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ヰルソン山天文憂の詩

ひる　　　　　むらさ妻

書なかは，紫1にかすむ山の上，
　　　　を　　　　　　こ
　　松の樹や雲を超へて，かがやく，
ちつ　　　　　　　　　　　　　ずニまカもら

小ぼけな，白い，卵殻のやうなド1ムー
　　はね　　は　　　　　　　　　　　みそさ・“え

　　朋が生へて飛び去った鵤鵬に置き忘れられたか．

夜には，それが幽幽たちの仲間入りをし，

　　　　　　　　　　　　　ひご
　　その不憂の光を以って，一つの星になる．

小さく，はるけき，針の尖ほ♂の光，

　　室間を通して途るその微かな音つれは，

それ等を全く消して了ひさうに見えて，

　　實は微藥も弱めるカのない暗黒界よりも，

見る眼には意義は更に深い．天に高く輝きつつ．

　　人の探求心より出でし総ての思想ε
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4ルソン山天女峯のi一百5・1・PR」高塔より見下した

　　「百吋」大望還鎮のド1ムと其の附近の景
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「百吋」大反射鏡
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望みミ，夢ミ，共に生く，一あの，上には

　　天室の探険者たち，理學の開拓者たちか

今，再ひ，かの暗黒を究め，

　　新しい世界を見出さうεしてみる

明晩，彼等は，過ぎし二藍年の勤勢を飾るナニめ，

　　人の造った最高の，武器を，

室に向けんミ望んでみる

　　職時中，彼等は悪魔の武器を

作らされたため，こちらの業は回れアニけれε．

　　砲揮は寝れを破壌しなかった．
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大「百吋」で撮ったオリオン星雲の偉容
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「百吋」で見た月世界の光景

「明晩」一壷長の手紙一「吾々は」
　　　　　　　　　　　　　ナニめ
　　新しい大望遠鏡，百吋，を試します．

盲目の，老人の，あの有名なガリレオか

　　牢屋の中で，共に天文を語った以來，

ミルトンの光筒は，能力が矯賑しました．

　　幾インチづっ一跳びに廻し進んで，

欧州は今筒かの大四十眼を誇ってゐます，

　　叉，現に今夜も，わが古くからの六十吋は働いてゐます．

εころが，今や吾が一百吋……全く，3うも，

　　此れがさんな新しい謎を見付け出すか分りません

來給へ，明晩を星見て費し給へ，

　　このlilの一しで．若し，すべて好都合ならば，

友よ，せめて，月が幾千哩もより近く，並珍しく，

　　見えませう．嘗て，此の地球から，

　　　　　　　いつ
夢にでも，見た何時よりも．

　　星の方は，軍に見えるミいふだけならば，

三億ケの新しい光りが見える積りです．しかし此れは

　　　　　言ひますまい，
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「百吋」で見る「セフエj星座附近の銀河宇宙
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御承知の新聞，あれは一つの事を落しました，

世界のまはりにr三億ケ」が閃くこεを．

　　お・明晩！　二十年以1：も，

彼等は考へ，計蔑し，工作した．

　　かの，幾噸のガラス塊，百吋鏡，

澄みきった，磨いた，無蝦の盤，

　　星の完k像を衡すべき一

それを詐るのに十年は過された．

　　人一人の働き盛りの四分の一一，或は其れ以上．

介でさへ，曇る未知の職が，
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　　　　　　　　「はくて5」座のガス星丁
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　　明日の試験に露はれて，線てを無敷に

しないミ誰か言ひ得る．

　　時間ミ忍耐ミ財寳ミを一撃に賭けて，

　　　　　　　か　　　て
これ程の大きな賭け者が何所にある？

　　其の償格一再び得られないもの

黄金に代へても，生命にかへても！！
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世界一の高歯「置五十PR」望四鏡
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　　彼れ等の全き若さは，此の一つの

事業の燃料に費えナこ．

　　理學者の生涯に一度，

馬鹿者共は其れを冷j血ミ罵るεも，

　　このドラマが來るのだ．若し失敗すれば，

失敗は永遠である．少なくεも，彼れは
　　　　　　　　タイム
　　新にやり直す時は無い．勿論，渠，他の人が

幾年も経て後，彼れの足跡を利用し，

　　瞼しい絶壁を肇ぢて，峯の頂きに到着するだらう，

けれ♂，それを彼れは見得ない．それで，自分には

　　此の手紙の簡軍な言葉も，

人の生命の熟情を語る如く見えて，

この，喜悦ε失望の分け目の機會に参加した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

三一

　此の詩ば現代の詩人アルブソド・ノイエスがヰ，レ

　ソン山天文墓の「百吋」大反射鏡の始めて試蓮：韓

　される日にへbレ奎長から招待されて登山し7こ時

　のこ書か唱ってみるものであろ，


